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1. はじめに 

近年，非タスク指向型の雑談対話システムが注目を集め

ており，当該分野の研究が積極的に行われている．しかし，

ドメインが限定されない雑談対話は対話制御が困難である．

加えて音声対話の場合は音声認識誤りが生じることから，

結果としてシステムがユーザに対して不適切な返答をする

「対話破綻」という状況が発生することが多い． 

対話破綻への対処法については，まず対話破綻が起こら

ないように対話制御を高度化するといったアプローチ[1]が

ある一方，事後的ではあるがシステムが，対話破綻が発生

したことを自動検知するというアプローチがあり，もし自

動検出が出来れば素早いリカバリが可能になると考えられ

る．これまでにテキストチャットを対象とした「対話破綻

検出チャレンジ」といった研究課題[2]が提唱され，多くの

関連研究が行われている[3]．  

我々は先に雑談音声対話を対象とし，非言語音響情報を

用いた対話破綻検出方法を提案した[4]．今回，更に対話破

綻発生時のシステム側の対話行為によって対話破綻発生比

率やその際の音響的変化が異なること，対話破綻時に生じ

ると考えられるユーザ音声の音響的変化は話者ごとに異な

るということ，以上 2 つの仮説を立て，先行研究[5]で収集

された雑談対話音声データを用い，対話破綻時と非対話破

綻時とで対話行為と話者間での音響的差異を分析した．  

2. 雑談音声対話データ 

2.1 対話コーパス 

本研究で用いる雑談音声対話データとして，先行研究[5]

で収集された対話コーパスを用いた．このコーパスは発話

区間中の平均発話音量，発話長，有音率をパラメータとし

て用いた対話システムで収集されたもので，本研究では男

子大学生の被験者 3 名に対して被験者ごとに 6 対話（1 対

話 29ターン）行ったものを用いた． 

2.2 ラベル付与 

このコーパスは音声ファイルのみのため，アノテータ 1

名に書き起こしと対話行為ラベル，対話破綻ラベルの付与

を行ってもらった．対話行為ラベルと対話破綻ラベルにつ

いてはそれぞれ先行研究[2][6]で用いられているものを用い

た（表 1，2）．なお，対話行為ラベルのうち非共感ラベル

については，本コーパスでそれに該当する発話がなかった

ため，ここでは省略する．

 

表 1：対話行為ラベルとその発話例 

ラベル 発話例 

対話管理 
こんにちは，今日は色々教えてください，最近ハマって

いる趣味はありますか，教えてください 

質問 あなたは近くのスーパーでコロッケを買いますか？ 

共感 私もそう思います 

自己開示 私は豆腐が好きなんですよ 

相槌 うんうん，それで？ 

表 2：対話破綻ラベルとその基準 

ラベル 基準 

○ 
破綻ではない（当該システム発話の後対話を問題なく継続で

きる） 

△ 
破綻とは言い切れないが，違和感を 感じる発話（当該シス

テム発話の 後対話をスムーズに継続すること が困難） 

× 
明らかにおかしいと思う破綻した 発話（当該システム発話

の後対話 を継続することが困難） 

3. 対話破綻分析 

3.1 音響的素性 

音響的素性としては，表 3 に示す 6 個を用いた．これら

は予備検討や先行研究で用いられているものを参考に選定

した．なお，発話長，無音区間長，有音区間長，有音率に

ついては Audacity[7]を用いて，平均ピッチ，ピッチレンジ

については Praat[8]を用いて算出した． 

表 3：音響的素性とその概要 

音響的素性 概要 

発話長 
システム発話終了時からユーザ発話終了時まで

の時間長[s] 

無音区間長 発話長と有音区間長の差[s] 

有音区間長 300ms以上有音が続いた区間の合算[s] 

有音率 発話長における有音区間長の割合 

平均ピッチ 発話区間の平均 F0[Hz] 

ピッチレンジ 発話区間の最大 F0と最小 F0の差[Hz] 

3.2 分析結果 

2.2 節で行った対話破綻ラベルと対話行為ラベル付与の

結果，表 4 の結果が得られた．また，各被験者の対話破綻

時と非対話破綻時での 6 個の音響的素性の差異について平

均と分散を分析し，図 1 の結果が得られた．表 4 より，3

名の被験者に共通してシステムが「共感」「自己開示」の

対話行為の発話をした時，対話破綻が起こる比率が高いこ

とが分かった．これらの対話行為は雑談対話ならではの重

要な対話行為ではあるが，それ故に対話破綻が発生しやす

いという課題を抱えていることを示している．加えて，図

1 より，被験者ごとに変化する音響的素性とその変化度合

いは異なることが分かった． 
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表 4：各被験者（A, B, C）の対話破綻ラベル， 

対話行為ラベル付与結果 

 

 

 

 

 

被験者 ○：（△＋×） 

A 139：35 

B 136：38 

C 131：43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：各被験者（A, B, C）の対話破綻時と非対話破綻時

での音響的素性の平均・標準誤差 

4. 対話破綻検出実験 

4.1 各被験者の音響的素性 

3.2 節の分析結果より，各被験者で対話破綻検出に有効

な音響的素性が異なることが確認されているため，対話破

綻検出器の音響的素性も被験者ごとに対話破綻検出に有効

なものを選定する必要がある．音響的素性の選定は greedy 

stepwise (forwards) を用い，表 5に示す音響的素性を選定し

た． 

 

表 5：各被験者の音響的素性選定結果 

被験者 音響的素性 

A 無音区間長，有音区間長，有音率 

B 
発話長，無音区間長，有音区間長， 

有音率，平均ピッチ，ピッチレンジ 

C 
発話長，有音区間長， 

平均ピッチ，ピッチレンジ 

4.2 対話破綻検出実験の結果 

4.1 節で選定した音響的素性を用いて対話破綻の自動識

別を試みる．識別器としてはナイーブベイズを用いた，正

解は表 2 の○の場合を非対話破綻、△と×を対話破綻とし

た．Leave-one-out 法による交差検証で性能評価を行った．

また，データの偏り補正を行い，対話破綻：非対話破綻の

比率を 1：1 にした．評価指標としては対話破綻，非対話

破綻それぞれの適合率・再現率・F 値，検出器の識別精度，

AUCである．以下表 6に結果を示す． 

表 6 より，被験者 B，C はある程度の検出は出来ている

一方，被験者 Aについてはモデルが上手く構築できなかっ

たことが分かる．原因として，図 1 にあるように被験者 A

は対話破綻時と非対話破綻時の音響的変化が少ないことが

挙げられる． 

表 6：対話破綻検出実験の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

本研究により，雑談音声対話における対話破綻検出にお

いて，システムの対話行為に応じて対話破綻発生比率が変

化すること，対話破綻時の音響的素性の変化は話者ごとに

異なることが確認された．今後の方針として，より有用な

音響的素性を見出し，言語情報との組合せによる破綻検出

器の構築を行いたい． 
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